
【事例１】自動車部品製造会社A社のスマー

　　　　   トファクトリー

自動車部品製造会社A社では、最新の IoT技術を

活用したスマートファクトリーを導入していま

す。生産ラインの設備にセンサーを設置し、生産

データをリアルタイムで可視化することで、機器

のトラブルや生産ラインの異常を早期に検出し、

迅速な対応が可能となりました。これにより、製

品の品質向上と生産性の飛躍的な改善を実現して

います。

【事例３】ICT企業C社の設計開発プラット

　　　　　フォーム「FTCP」

ICT企業 C社は、設計開発プラットフォーム

「FTCP」を構築し、製品開発プロセスの手戻り

減少、品質向上、納期短縮を達成しました。設

計段階における不具合抽出や、製造しやすい設

計の追求が可能となり、製造技術部門の業務デ

ジタル化による負荷低減にも成功しています。

【事例２】大手電機メーカーB社のデジタル

　　　　   ツイン技術

大手電機メーカーB社は、デジタルツイン技術を

活用して工場の生産シミュレーションを行ってい

ます。デジタルツインとは、現実世界のモノやシ

ステムを仮想空間に再現する技術で、リアルタイ

ムでデータを反映し、シミュレーションや分析を

行うことで、性能向上や予測に役立ちます。これ

により、生産ラインの最適化や新しいプロセスの

導入前に問題点を事前に把握し、リスクを軽減す

ることが可能となりました。

DX（デジタルトランスフォーメーション）

による品質革新

　こんにちは、品質管理のご担当者様、教育担当

者様、そして ISO 9001のご担当者様。日々、製

品の品質向上と維持にご尽力されている皆様に、

心より感謝申し上げます。

　本日は、製造業におけるデジタルトランスフォ

ーメーション（DX）が品質管理にどのような革

新をもたらしているのか、具体的な事例を交えて

ご紹介いたします。これらの情報が、皆様の企業

における品質管理の向上や、社内研修・出張セミ

ナーの重要性を再認識いただく一助となれば幸い

です。

（次ページへつづく） 

DXとは何か

　まず、DX（デジタルトランスフォーメーショ

ン）とは、デジタル技術を活用して業務やサービ

ス、ビジネスモデルを変革し、企業の競争力を高

める取り組みを指します。製造業においては、生

産プロセスの改革や製品の付加価値向上などが

DXの主な目的となります。例えば、工場にロボ

ットを導入して定型作業を自動化し、生産効率を

高めるといった取り組みが挙げられます。



社内研修・出張セミナーの重要性

　DXを効果的に導入し、品質管理の革新を実現

するためには、従業員のスキルアップが不可欠

です。最新のデジタル技術や品質管理手法を習

得することで、現場での実践力が高まり、組織

全体の競争力向上につながります。当社では、

製造業の現場に特化した社内研修や出張セミナ

ーを提供しております。具体的な事例を交えた

実践的な内容で、貴社のDX推進と品質管理の向

上をサポートいたします。
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DXがもたらす品質管理への影響

　これらの事例からも分かるように、DXの導入

は品質管理に多大なメリットをもたらします。

リアルタイムでのデータ収集と分析により、問

題の早期発見と迅速な対応が可能となり、不良

品の発生を未然に防ぐことができます。また、

デジタル技術を活用したシミュレーションや予

測により、製品設計や生産プロセスの最適化が

進み、品質の向上とコスト削減を同時に実現す

ることができます。

　ご興味をお持ちいただけましたら、ぜひお気

軽にお問い合わせください。皆様と共に、より

高い品質と生産性を追求してまいりましょう。

https://www.juse.or.jp/service_solution/lecture/index.html

